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メ. 4 區ダ 



る ことにな つてい るが、 若し 今度 も 同じ マンション- 

オノ レエ ルを 頂戴したら、 それ を そっくり お金に お 祝 

儀に 遣れば 好い ことになる。 

力 わます 

話 は 川桝と 云う 料理店での 出来事で ある。 但し この 

料理店の 名 は 遠慮して、 わざと 噓の名 を 書いた の だか 

ら、 そのお 積り に 願いたい。 

そこで 川桝に は、 この 話の あった 頃、 女中が 十四 五 

めざし 

人いた。 それが 二十 畳 敷の 二階に、 目剌を 並べた よう 



障子 を 開けて 見た が、 人 はいなかった と 云った ものが 

ある。 これ は 友達 を こわがらせる 為め に、 造り 事 を 

言った ので あるが、 その 話 を 聞いて から は、 便所の 往 

き 返りに、 とかく 四畳半が 気になって ならない ので あ 

る。 殊に 可笑し いのは、 その 造り 事 を 言った 当人が、 

それ を 言つ てから は 四畳半が こわくな つ て、 とうとう 

一 度 は 四畳半の 中で、 本当に 泣 声が したよう に 思って、 

便所の 帰りに 大声 を 出して 人 を 呼んだ ことがあ つたの 

である。 

* 氺氺 



ようにして あしらつ ている 様子で あつたが、 段々 深く 

お 蝶に 同情して 来て、 後に はお 蝶と 一し よに なって、 

機屋 一 家に 対して どうしょ うか、 こうしようかと 相談 

をす る 立場に な つたら しい。 

こう 云う 入り組んだ 事情の ある 女 を、 そのまま 使つ 

ている と 云う こと は、 川桝 では これまで つい ぞ なかつ 

た。 それ を 目 をね むって 使って いるに は、 わけが ある _ 

一 つ はお 蝶が ひどく お上さん の 気に入つ ている 為め で 

ある。 田舎から 出た 娘の ようで はなく、 何事に も 好く 

気が 附 いて、 好く 立ち働く ので、 お 蝶 はお 客の 褒め も 

のにな つてい る。 国から 来た 親類に は、 随分 やかまし 



うつむ 

い 事 を 言われる 様子で、 お 蝶 はいつ も 神妙に 俯向いて 

話 を 聞いて いても、 その 人 を 帰した 跡で は、 直ぐ 何事 

もなかつ たように 弾力 を 回復して、 元気よ く 立ち働く _ 

そして その 口の 周囲に は 微笑の 影 さえ 漂って いる。 一 

体お 蝶 は 主人に 間違った ことで 小 言 を 一一 一一 n われても、 友 

達に 意地悪く いじめられても、 その 時 は 困った ような 

様子で、 謹んで 聞いて いるが、 直ぐ 跡で 機嫌 を 直して 

- -T- -- づ-ん 

働く。 そして 例の 微笑んで いる。 それが 決して 人 を 馬 

鹿に したよう な 微笑で はない。 怜俐で 何もかも 分かつ 

て、 それで 堪忍して、 おこる の怨 むのと 云う こと はし 

えく ま また 

ない と 云う 微笑で ある。 「あの、 笑 靨より は、 口の端の 



たて しわ 

処に、 竪に ちょいと した 皺が 寄って、 それが 本当に 可 

哀ぅ ございま したの」 と、 お金が 云った。 僕 は その 時 

リオ ナ ルド ォ • ダァ. ヰンチ のかいた モン ナ. リザの 

画 を 思い出した。 お 客に 褒められ、 友達の 折 合 も 好い、 

あ いきょう 

愛敬のあるお 蝶が、 この 内のお 上さん に 気に入って 

いるの は 無理 もない。 

今一 っ川桝 でお 蝶に 非難 を 言う ことの 出来ない わけ 

が ある。 それ は 外の 女中が いろいろの 口実 を斿 えて 

暇 を 貰う のに、 お 蝶 は ー晚も 外泊 を しないば かリ でな 

く、 昼間 も 休んだ ことがない。 佐 野さん が 来る の を 傍 

きちょうめん すば なし 

輩が かれこれ 云っても、 これ も 生 帳面に 素 話 をして 帰 



の 辺から 硝子 戸に なって いるので、 始て 外が 見えた。 

石灯籠の 笠に は 雪が 五六 寸 もあろう かと 思う 程 積もつ 

-こ つ 

ていて、 竹 は 何 本 か 雪に 橈んで 地に 着きそう になって 

いる。 今 立って いる 竹 は 雪が 堕ちた 跡で、 はね上がつ 

たのであろう。 雪 はもう 降って いなかった。 

二人 は 覚えず 足 を 止めて、 硝子 戸の 外 を 見て、 それ 

から 顔 を 見合わせた。 二人共 相手の 顔が ひどく 青い と 

思った。 電灯が 小さい ので、 雪明りに 負けて いるから 

である。 

ひゆう ひゆう と 云う 音 は、 この 時 これまで になく 近 

く 聞え ている。 



いる。 

「わたし 開けて よ」 と 云い さま、 攫 ま えられた 袖 を 払つ 

て、 障子 を さっと 開けた。 

廊下の 硝子 障子から 差し込む 雪明りで、 微かで は あ 

るが、 薄暗い 廊下に 慣れた 目に は、 何もかも 輪郭 だけ 

はっき リ 知れる。 一目 室内 を 見込む や 否や、 お 松 もお 

花 も 一 しょに 声を立てた。 

お 花 は そのまま 気絶した の を、 お 松は棄 てて 置いて、 

おもや 

廊下 をば たばた と 母屋の 方 へ 蚯け 出した。 

* 氺氺 



そば く； U えぐ 

た。 お 蝶の 傍に は、 佐 野さん が 自分の 頸 を 深く 剜 つた、 

しら さや つか けいどうみゃく 

白 鞘の 短刀の 柄 を 握って 死んで いた。 頸 動脉が 断た 

おびた だ 

れて、 血が 夥 しく 出て いる。 火鉢の 火に は 灰が 掛け 

一つず あと 

て 埋めて ある。 電灯に は 血の 痕が附 いている。 佐 野 さ 

のど 

ん がお 蝶の 吭を 切って から、 明リを 消して 置いて、 自 

分が 死んだ のだろう と、 刑事 係が 云った。 佐 野さん の 

手で 書いて 連署した 遺書が 床の間に 置いて あって、 そ 

の 上に 佐 野さん の 銀時計が 文鎮に してあった。 お 蝶の 

名 だけ はお 蝶が 自筆で 書いて いる。 文面の 概略 はこう 

である。 「今年の 暮に 機屋 一家 は 破産し そうで ある。 

ことば そむ 

それ はお 蝶が 親の 詞に 背いた 為め である。 お 蝶が 死 
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